






































































　化石グミは、2012 年 1 月 28 日にいわて三陸ジオパー
ク推進協議会（当時）主催による「地球科学と防災フェ
ア in 大船渡」においてまた、「おいしい中生代ジオラマ」















　三陸ジオパーク構想は、2013 年 5 月に日本ジオパー
クネットワークに認定申請を行った。
　認定及びその後の世界ジオパーク認定に向けては、地
域における活動実績や受入れ体制の整備状況が重要な審
査項目であることから、ジオツーリズムプログラムの充
実とモニターツアーの実施による受入実績を積み重ねる
必要がある。
　今後は、そのための準備作業として、まずは地域資源
や復興状況等を整理分析し、地元関係者のニーズと大学
が有する豊富な情報や知見を融合したツアープログラム
の開発に着手する。また、モニターツアーによる参加者
の感想や意見をプログラムに反映させることにより、一
般観光客にも通用し得る内容へと充実を図っていきた
い。
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